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熊野酸性岩類中部および南部の残留磁化の再評価
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Kumano Acidic Rocks
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西南日本の時計まわり回転運動については、Otofuji et al. (1985)が 1985 年以前の研究をまとめ、統計処理
により 15Ma 頃に約 50°時計回りに回転したとした。以来、その回転運動の時期を明らかにするために、微化石層
序や放射年代と古地磁気方位とを系統的に求める研究がなされてきた。古地磁気方位と放射年代の系統的な研究と
して、Otofuji et al. (1991)では山陰地方の初期-中期中新世火山岩類のデータから回転運動は 16-14Ma の間に生
じたとした。また、中島ほか（1990、1991）では福井県地域のデータから 17-15Ma の時期に主要な回転運動がおこ
り、15Ma には終了していたとした。さらに嶋田ほか（2001）では高縄半島の瀬戸内火山岩類のデータに基づき回
転運動は 16Ma 頃に開始し、約 15Ma から 14Ma にほぼ終了したと考えた。
　このような回転運動の時代論を精密に行うには、年代が精度・確度よく求められた岩体で、信頼性の高い古

地磁気方位を測定することが必要になってくる。
　紀伊半島東南部に分布する中期中新世の珪長質火成岩類の熊野酸性岩類では、田上(1982)が東偏する古地磁

気方位（63.9°・伏角 48.4°）と 15±3.4Ma の FT 年代を報告し、西南日本の回転前に熊野酸性岩類が噴出したと解
釈した。これは、西南日本の回転運動を考える際の重要なデータポイントの一つとなっている。
その後、熊野酸性岩類からは、Hasebe et al.(1993)で 14.3±0.5(2σ)Ma（花崗斑岩）のジルコン FT 年代や角井

ほか（1998）により 14.4±0.1(1σ)Ma（花崗斑岩）、14.2±0.2(1σ)Ma（神ノ木流紋岩）の黒雲母 K-Ar 年代が得ら
れた。先に述べた西南日本の回転運動の時代論によると、この結果は回転運動が終了した頃の年代を示す熊野酸性
岩類が著しく東偏した古地磁気方位を示していることになる。
　そこで我々は、田上(1982)では固有磁化成分の成分分離が十分に行われていないこと・磁性鉱物の同定が行

われていない事から、方向の信頼性に議論の余地があると考え、残留磁化の安定性を古地磁気学的・岩石磁気学的
にあらためて検証し、熊野酸性岩類の古地磁気方位を再検討することにした。
　熊野酸性岩類は、北東－南西方向の長径約 60km、短径約 20km の地域に分布し、露出面積は 600km^2、体積は

推定数百 km^3 にも及ぶ巨大な岩体である。下位より神ノ木流紋岩、流紋岩質凝灰岩、花崗斑岩の三岩相に分けら
れている。主岩相の花崗斑岩は北岩体と南岩体に分けられている。本研究では熊野酸性岩類の中部から南部にかけ
て、神ノ木流紋岩から 5地点、流紋岩質凝灰岩から 4地点、花崗斑岩から 8地点の計 17 地点から古地磁気試料を
採取した。固有磁化成分を得るために段階熱消磁実験、段階交流消磁実験を行った。固有磁化成分を担う磁性鉱物
を同定するために、岩石磁気学的実験を現在行っている。

　段階消磁実験の結果、神ノ木流紋岩では 5 地点の試料から段階熱消磁実験で 2 成分あるいは 3 成分の安定な
固有磁化成分が得られた。第一成分は約 480℃までをブロッキング温度とする北向きの正帯磁の成分（偏角=4.9°,
伏角=50.9°95％信頼限界=11.1°）、第二成分は約 500℃から約 580℃をブロッキング温度とする大きく東偏した正帯
磁の成分（偏角=68.3°伏角=50.9°95％信頼限界=11.6°）であった。第三成分は 5地点中 2地点の試料に認められ、
約 580℃から約 640℃をブロッキング温度とするやや東偏した正帯磁の成分（偏角=18.9°伏角=51.5°）であった。
花崗斑岩では 4地点の試料から段階熱消磁試験・段階交流消磁試験で同一の方向を持つ 1成分が得られた。段階熱
消磁試験で約 580℃をブロッキング温度とする安定な成分である。方向は大きく西偏し、逆帯磁を示した（偏角
=-135.2°伏角=-65.0°95％信頼限界=9.7°）。
　以上の結果をまとめると、神ノ木流紋岩の第一成分がほぼ現在の磁場方向であり、神ノ木流紋岩の第三成分

がそれに近いことから、神ノ木流紋岩の第一成分、第三成分は二次的な磁化成分である可能性が考えられる。一方、
神ノ木流紋岩の第二成分と花崗斑岩の安定成分の方向は、ほぼ反平行であり、それぞれ、正磁極期、逆磁極期に獲
得された初生磁化である可能性が示唆される。花崗斑岩の安定成分を反転させ、神ノ木流紋岩の第二成分との平均
方位を求めると、偏角=61.8°伏角=59.4°95％信頼限界=8.6°という結果となり、この平均方位は田上（1982）の結
果と同じである。


